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東京竹芝から南に約 1,000km。定期船「おがさわら丸」で約 24 時間のところに位置する「小笠原諸島」。

おがさわら丸が停泊する父島に「都立大神山公園」があり、園内には小笠原諸島の歴史･文化･自然などの

情報をたくさん揃えた「小笠原ビジターセンター」があります。

無料リーフレットやインターネット「FREE SPOT」もありますので、お気軽にお立ち寄りください。

小笠原ビジターセンター ・大神山公園

NEWS LETTER

おがさわら おおがみやまこうえん

ニュース レター

ホームページX( 旧 Twitter)

ビジターセンターでの
イベント情報や
見ごろの植物情報など
旬な内容を平日は
毎日更新しています！

2025 年 10 月
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小笠原のミナミハンドウイルカ

個体識別カタログ 2020

【1430 円（税込）】

小笠原の鯨類

クリアファイル A4

【300 円（税込）】

～ビジターセンターでは物品を販売しています ! ～

書籍やカプセルトイなどを販売しています

キャッシュレス決済のみとなっていますので、

ご注意ください。（現金での販売はしておりません。）

「ジョン万次郎展」特別展

出港

出港

出港 入港

～万次郎と小笠原の関わり～

1841 年 14 歳の時に土佐から漁に出て伊豆鳥島に流され、

アメリカの捕鯨船に助けられて船員になった万次郎。

万次郎の生涯のなかで、当時の小笠原と深く関わったという

内容を紹介します。

入港

「みち展」特別展

～寄り道、 道くさ、 好きな道～

小笠原には様々な生きものや絶景、戦跡に出会う「みち」が

あります。身近な遊歩道や日々の生活に根差した「みち」の

おすすめポイントをスタッフ目線で紹介します。

入港

コヘラナレン ムニンセンニンソウ シマザクラ

飛鳥Ⅱ

Hanseatic Spirit



住所 ：〒100-2101 東京都小笠原村父島字西町　小笠原ビジターセンター内

電話 ：04998-2-7170

時間：8：00 ～ 17：30 (12：00 ～ 13：30 休憩 )　年中無休

<アクセス >
おがさわら丸船着場から徒歩 5分小笠原ビジターセンター・大神山公園サービスセンター

指定管理者　　 公益財団法人東京都公園協会

大神山公園 TOPICS

見ごろの園内植物見ごろの園内植物

　 

シマザクラ

アカネ科の常緑小低木。

淡い紅紫を帯びた白色の

花を枝先にたくさんつけ

ます。花の色合いが桜に

似ていることが名前の由

来と言われています。

（固有種）
イソフジ

（広域分布種）

ゴバンノアシ
（外来種）

アサヒカズラ
（外来種）

マメ科の常緑低木。

秋から冬にかけて花の見ご

ろを迎えます。見ごろの時

期の大村海岸は、鮮やかな

黄色の花で彩られます。

タデ科のつる性低木。

鮮やかなピンク色は愕

( がく ) が色づいたもの

で、長期間色あせずに楽

しめます。葉は先のとがっ

たハート形をしています。

サガリバナ科の常緑高木。

花は夕方に咲き始め、翌

朝には落ちる一日花です。

先がピンク色の雄しべが

よく目立ちます。果実の

形が碁盤の脚に似ている

ことが名前の由来です。

見られる場所は、
公園散策マップ
  【 ルート１】
で確認できます ➡

見られる場所は、
公園散策マップ
  【 ルート 5 】
で確認できます ➡

見られる場所は、
公園散策マップ
  【 ルート 2 】
で確認できます ➡

見られる場所は、
公園散策マップ
  【 ルート１】
で確認できます ➡

大神山公園

今年もお祭り広場の
ステージを飾り付けします！

ハロウィンの飾り付けの際、よくコウモリを見かけます。

大神山公園には、オガサワラオオコウモリがエサを求め

て夕方～夜にしばしばやってきます。ハロウィン当日も

お祭り広場の上空を飛んでいるかもしれませんね！また、

園路に落ちているコウモリの食痕 (ペリット )も探して

みてください☆

１０月３１日(金)１６：００～１７：００

IN お祭り広場

モモタマナの実 タコノキの実

HALLOWEEN～2025 年～
アオウミガメ産卵シーズン

終了しました！
今年も大村海岸に、アオウミガメが産卵のために上陸し、

新しい命がたくさん誕生しました！

シーズン中は、夜間の園路灯消灯・海岸入口の迷走防止柵

閉鎖の対応にご協力いただきありがとうございました。

アオウミガメ産卵上陸

海岸だけでなく、
植栽地内でも産卵し
ます。早朝の薄明かり
で、カメの姿が見え
ることも☆

アオウミガメの産卵調査や保護活動は
小笠原海洋センター (ＮＰＯ法人　ＥＬＮＡ)

が行っています。https://www.elna.or.jp

今年うまれた子ガメは、大人になって何十年も先に
また小笠原の海へ帰ってくると言われています。
元気な姿をいつか見られますように...


